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今年もよろしくお願いいたします
謹 賀新年

みなとまち新潟が誇る伝統文化「新潟古町芸妓」の皆様

令和７年

特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿
特集３　“当たり年”　巳年の皆様からの年頭寄稿
新年紙上名刺交換
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福田会頭 年頭所感
花角県知事、中原市長 新年のご挨拶
日商小林会頭 年頭所感
特集１　部会長・委員長 年頭所感
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　明けましておめでとうございます。2025年の新春
を迎え、謹んでお喜び申し上げます。皆様におかれ
ましては、お健やかに新年をお迎えのことと存じます。
　昨年は、元日に能登半島地震が発生し、新潟市に
おいても広い範囲で被害が及びました。１年が経過し
ましたが、復旧・復興は道半ばの状態であります。改
めて１日も早い完全復旧、復興を願うものであります。
　企業経営を取り巻く環境は、長引く円安の影響
などもあって資材・エネルギーコストの上昇や慢
性的な人手不足に加え、最低賃金の引上げに伴い
賃上げへの対応を求められるなど、大変に厳しい
状況が続いています。現在当所では、本年度の事
業計画に掲げた「中小企業・小規模事業者の経営
基盤強化支援」と、「地域の持続的発展に向けて」
の二本柱に基づき様々な支援事業を実施しています。
　中小企業等の経営基盤強化に向けた事業として
は、働き方改革の進展や慢性的な人手不足という
時代の変化に能動的に対応すべく省力化・省人化
へ取り組む企業や、販売力強化としてのマーケティ
ングの強化に取り組む企業、販路拡大に向けた海
外市場へ挑戦する企業などの支援に一層力を入れ
てまいります。
　地域の持続的発展に向けた事業としては、「佐
渡島の金山」の世界文化遺産登録を観光客増加の
絶好の機会として捉え、佐渡への玄関口である当
市の活性化につながるよう関係機関との一層の連
携強化を図り国内客はもとより、インバウンドを
含めた旅行客の増加に向けて官民一体となって取
り組んでまいります。貴重な観光資源である古町
芸妓や料亭などの「みなとまち文化」の伝承を目
的とする事業に加え、地域経済への波及効果を高
めるために、地域内の消費拡大を図るべく飲食店
などがSNSを通じて情報を発信するお手伝いを
進めます。

　新潟空港を拠点とするトキエアが札幌丘珠に就
航して約１年が経ちます。その後、仙台、名古屋
と路線を拡げ、今年は、神戸、さらには佐渡と首
都圏とを結ぶ路線の開設を目指しています。当所
では、新潟の拠点性向上に貢献するトキエアの積
極的な活用等を通じて支援してまいります。特に
神戸線は大阪・関西万博へ行く際の選択肢になる
と期待しています。皆様からも大いにご利用いた
だきますようお願い申し上げます。
　昨年は新潟駅のリニューアルが完了し、駅直下
のバスターミナルや大規模な商業施設が開業しま
した。強化された新潟駅の集客力が都心軸である

「にいがた２km」周辺エリアに波及していくよう、
JRをはじめ関係団体と連携して回遊を促進する
ほか、若い世代のまちづくりの取組やイベントへ
の参画を促すなどして賑わい創出のための事業を
展開してまいります。
　新潟商工会議所の活動を持続可能なものとして
推進していくための方策を「財政強化特別委員会」
において議論して頂きました。その結果、会費基
準の見直しをご提案いただき、昨年11月の臨時
議員総会にて、令和７年度の会費から現行の一口
６千円から９千円へ改定することを承認いただき
ました。会員の皆様方におかれましては、経費御
多端の折とは存じますが、新潟商工会議所の活動
の趣旨にご理解とご賛同を賜り、引き続き会員と
してご支援いただきますようよろしくお願い申し
上げます。なお、会員様ごとの改訂会費額等につ
きましては、今後書面等をもちましてご連絡を差
し上げる予定といたしております。会員サービス
の向上により一層努めていくとともに、新潟経済の
更なる発展のために尽力してまいる所存であります。
　結びに、会員の皆様のご健勝と事業の更なるご
発展を祈念し、年頭のご挨拶といたします。

福田会頭 年頭所感

会頭　福田　勝之

変化を力に、前進を確かなものとする年に
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新潟県知事　花角　英世
　令和７年の年頭に当たり、
謹んで新春のごあいさつを
申し上げます。
　まず、昨年１月に発生し
た能登半島地震により被災

された皆様に、改めてお見舞いを申し上げます。
引き続き国等と連携し、なりわいの再建支援を進
めるとともに、防災・減災対策を一層進め、県民
の皆様の安全と安心の確保を第一に取り組んでま
いります。
　さて、昨年７月、長年の悲願であった「佐渡島
の金山」の世界文化遺産登録が実現しました。こ
れまでご支援、ご協力いただいた関係者の皆様に
深く感謝申し上げます。この文化遺産を未来に継
承する責務を果たすとともに、県内周遊の促進や

リピーターの獲得に取り組んでまいります。
　また、県内経済の活性化に向けては、国の総合
経済対策も最大限活用しながら、物価高騰の長期
化や人手不足の深刻化など厳しい状況にある中小・
小規模事業者へのセーフティネット対策はもちろ
んのこと、適切な価格転嫁や下請取引の適正化を
促進し、企業収益の改善が図られるよう努めてま
いります。
　さらに、昨年オープンした首都圏情報発信拠点

「銀座・新潟情報館 THE NIIGATA」や大阪・
関西万博などの機会を通じて、新潟が誇る食文化
やものづくり技術など多様な魅力を国内外に発信
し、交流人口の拡大につなげてまいります。
　こうした取組が新潟県の元気につながることを
願うとともに、県といたしましても、県民の皆様
とともに飛躍できる１年となるよう、全力で取り
組んでまいります。
　結びに、皆様の益々のご発展とご健勝をお祈り
申し上げ、新年のごあいさつといたします。

花角新潟県知事、中原新潟市長 新年のご挨拶
（敬称略）

新春のごあいさつ

新潟市長　中原　八一

　謹んで新年のお慶びを申
し上げます。
　貴会議所におかれまして
は、日頃より、商工業の振

興をはじめ、市政運営にご支援とご協力をいただ
き、深く感謝申し上げます。
　昨年元日に発生した能登半島地震から１年が経
過しました。本市では、現在も被災された方々の
生活再建に向けた取組を着実に進めています。ま
た同時に、発災時の初期対応に関する検証を行う
など、いつ起こるかわからない災害に向けた備え
を講じています。引き続き、被災された市民の皆
様が１日も早く日常生活を取り戻せるよう、全力
で取り組んでいきます。

　さて、新潟駅リニューアルや「佐渡島の金山」
の世界文化遺産登録など、交流人口拡大やまちの
活性化の好機を迎えています。今後も「にいがた
２km」の取組を軸に、市域全体の経済活力を高め、
地域の外から投資や消費を呼び込むとともに、物
価高や人手不足などの課題をしっかりと見極め、
国や県と連携し、適時適切な対策を進めてまいり
ます。
　今年の干支は乙

きの
巳
とみ

であり、「努力を重ね、物事
を安定させていく年」とされています。これまで
続けてきた大きな努力が実を結び、新潟のさらな
る発展と活力の向上につなげることで、「選ばれ
る都市　新潟市」を目指してまいりますので、本
年も引き続き、貴会議所ならびに会員の皆様から
ご支援お力添えを賜りますようお願い申し上げ
ます。
　結びに、貴会議所のますますのご発展と会員の
皆様のご健勝を祈念して、新年のあいさつといた
します。

新年のごあいさつ
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　明けましておめでとうございます。

　2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上

げます。

　さて、昨年は内外ともに不透明かつ混迷の度

合いが深まった１年でした。世界ではロシアに

よるウクライナ侵略の長期化に加え、中東情勢

の悪化など、地政学的リスクが拡大しました。

また、経済面では米国経済が堅調さを維持する

一方で、中国経済の停滞が懸念される年になり

ました。加えて、昨年は主要国で選挙が相次ぎ、

米国では４年ぶりにトランプ氏が次期大統領に

就任する結果となり、保護主義や自国第一主義

の台頭に対する懸念が再び高まっています。

　国内に目を転じますと、１月の能登半島地震

や９月の奥能登豪雨といった痛ましい災害に見

舞われた１年でありました。また、秋の衆院選

では与党が30年ぶりに過半数を大きく下回り、

少数与党へ転じるなど政治的変動が生じる一方

で、経済では、歴史的円安や物価高が続く中、

設備投資は好調で日経平均株価も史上初の４万

円台を記録しました。日本銀行はマイナス金利

の解除に踏み切るなど、金融政策にも大きな転

換点が訪れました。特に昨年は「賃上げ」をテー

マとした１年でもあり、中小企業の賃上げ率も

３％台半ばに達するなど、物価と賃金の好循環

に向けた大きな一歩を踏み出した１年であった

と総括できます。企業の自助努力とともに、官

民を挙げた価格転嫁の取り組みが効果を示した

結果でありますが、賃上げを行った中小企業の

約６割が収益改善を伴わない中で、人手確保の

ための防衛的賃上げを迫られたことも事実です。

賃上げのモメンタムをいかに持続可能な形に転

換するかが、停滞から成長のステージに向けた

今年の大きな課題となります。

（成長の両輪は中小企業の強化と地方創生）

　日本は経済立国であり、経済成長なくして将

来はありません。デフレ脱却を確実にし、成長

型経済への転換を進めるためには、GDPの６

割を占める個人消費の拡大が不可欠です。その

実現は、全企業数の99.7％、就業人口の約７割、

地方部では約９割を担う中小企業・小規模事業

者の生産性向上と持続的な賃上げにかかってい

るといっても過言ではありません。成長の両輪

の一つは中小企業であり、そのデジタル化、省

力化投資を含めた設備投資、技術革新、知的財

産の活用・保護といった生産性向上への不断の

努力と自己変革によって付加価値を高め、賃上

日本商工会議所　会頭　小林　健

新たな成長への飛躍の年に

日商小林会頭 年頭所感
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げ原資を生み出す必要があります。われわれ商

工会議所は本年もこうした前向きな挑戦を続け

る中小企業を全力で支援してまいります。また、

労務費を含む価格転嫁対策のさらなる推進やB 

to Cでは企業側の「値を上げる勇気」も必要

です。消費者にも「良いサービス、良いモノに

は値が付く」という認識を持っていただき、国

民全体のデフレマインドを払拭することも今年

の大きなテーマでありますので、消費者意識の

改革とともに経済環境の改善を目指していきた

いと思います。

　また、成長の両輪のもう一つは「地方創生」

です。地方の発展なくして日本の再生はありま

せん。政府、地方自治体、民間が三位一体とな

り、地域への人材・投資の呼び込みや「稼ぐ産

業」の育成、インフラ整備などを通じて地域の

経済循環を強化し、地域の強みと潜在力、いわ

ゆる「地域力」を引き上げるべく全力を傾ける

年にしなくてはなりません。地域の経済インフ

ラを担う中小企業および小規模事業者の強化

は、地方創生の取り組みとも表裏一体です。政

府・地方自治体には両者を成長の両輪と位置づ

け、地域ごとの特性を踏まえた成長戦略の策定

と実行を強く求めたいと思いますし、われわれ

全国515の商工会議所も地域経済の再生・活性

化の先導役として、さらに活動を強化できる１

年にしなくてはなりません。

（大阪・関西万博の成功を大きな成長の弾みに）
　本年４月には大阪・関西万博が開幕いたしま

す。停滞から成長への転換点にあるタイミング

での開催は、象徴的かつ歓迎すべきことであり

ます。「いのち輝く未来社会のデザイン」をテー

マとする20年ぶりの万博開催が、新たな未来

をつくる起爆剤となるよう、全国の商工会議所

一丸となって盛り上げてまいりましょう。わが

国全体の未来に向けて成長に弾みのつく万博と

なることを切に願い、皆さまの一層のご支援と

ご協力を心からお願い申し上げて年頭のご挨拶

とさせていただきます。

I0¥3YKにいがた I0¥3YKにいがた 52025.1



特集1　部会長・委員長 年頭所感特集1　部会長・委員長 年頭所感（順不同・敬称略）（順不同・敬称略）

新年明けましておめでとうございます。
昨年は「佐渡島の金山」が新潟県にとっ

て初めての世界文化遺産登録となりました。トキエアも
佐渡への就航準備を進めており、これをきっかけに個
人消費やインバウンド需要の増加による地域経済活性
化の契機となることを願っております。しかし、昨今は
インターネット販売の市場規模拡大や人口減少などの影
響で地域密着型の店舗も減り、商店街内でも空きテナ
ントが目立つ状況が続いております。
そうした変化の激しい環境が続く中で、商業部会で

は最新のマーケティング手法やトレンド、生成AIによる
技術革新など時宜に適ったテーマを取り上げたセミナー
等を開催し、部会員の皆様に有益な情報を提供してま
いります。
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

商業部会長　和田　晋弥

年頭のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
世界文化遺産「佐渡島の金山」を中心

に多くの観光客が新潟を訪れています。
玄関口である新潟駅では多数の施設で賑わいを見せ、

空港・旅客船利用者数もコロナ禍から回復しており、新
潟市を拠点に新潟県内各地に足を延ばし魅力を知って
いただく好機と捉えます。
一方、昨年元日に発生した能登半島地震による液状

化や、豪雨への対策が進められています。
自然豊かな風土、食や人の素晴らしさ、災害に強い

街づくりへの取り組みを肌で感じ、交流・住居・企業の
拠点として選んでいただけるように、“新潟の魅力”発信
に部会員一同努めてまいります。
本年もよろしくお願い申し上げます。

建設・不動産業部会長　本間　達郎

新潟の魅力を伝える好機

新年明けましておめでとうございます。
異常気象、地政学の問題、各国の政治転換

など我 を々取り巻く環境は一層の変化を見せています。新潟も
緩やかに（見方によっては急激に）人口減少などが加速しており、
工業分野では人手不足、外国人による労働力補填が現実となっ
てきています。その様な中でITと呼ばれていたものがDX、
SXという形で製造業のみならず社会全体に欠かせないものと
なりつつあります。そしてこれは終わることなく進化し続けるも
のでもあります。日本の産業を支える大きな柱の一つである工
業にもこの波は押し寄せています。企業規模や分野によって
進捗はまちまちではありますが避けては通れない道になってい
ます。新潟の工業が時代に合った形で進化していくために工
業部会として出来ることを着実に推し進めていくつもりです。
今年も新潟の発展を目指し活動してまいりますので、皆

様のご理解とご支援をお願いいたします。
本年もよろしくお願い申し上げます。

工業部会長　小田嶋　壽信

新しい時代の工業へ

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、およそ17年ぶりに金利のある

世界へ回帰し、長らく続いたデフレが終わり、賃金と
物価の好循環によって我が国の経済成長への期待が大
いに高まった年でありました。
本年の干支である乙巳（きのとみ）は、「再生や変化

を繰り返しながら柔軟に発展していく」年と言われてい
ます。
人口減少の時代にあっても経済成長をよりサステナブ

ルなものとするため、私ども金融機関は、会員の皆さま
の日々の挑戦を支え、「稼ぐ力」の一層の向上に向けて
あらゆる面から積極的にご支援し、ともに成長しながら
地域活性化の原動力へと結びつけてまいる所存です。
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

金融業部会長　殖栗　道郎

年頭ご挨拶

麻布台ヒルズにて森ビル㈱担当者による説明の様子
（建設・不動産業部会）

朝日温海道路トンネル（村上市）見学の様子
（工業部会）
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特集1　部会特集1　部会長長・委員長 年頭所感・委員長 年頭所感（順不同・敬称略）（順不同・敬称略）

新年あけましておめでとうございます。
昨年は通常の部会活動を実施することが

でき、セミナーにも多くの方々から参加していただきあ
りがとうございました。
情報産業やサービス業界でも慢性的な人手不足、更

には人材確保のための経費増等により経営を取り巻く
環境は年々厳しくなっています。そうした中で生成AIを
活用した業務の改善や効率化が注目されています。情報・
サービス業部会でもAIの活用法や企業価値を高めるた
めの取り組み事例等を紹介することで、会員皆様の持
続可能な経営と発展に寄与していきたいと思います。
今年は巳年です。蛇の姿から復活と再生を意味し、

成長と変革をもたらす年と言われています。皆様にとっ
て今年がより良い年になりますようお祈り申し上げます。

情報・サービス業部会長　梅津　雅之

年頭のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
輸送業界をとりまく大問題である2024年

が過ぎました。業界では本格的に人手不足の影響が表れる
のは今年であると言われております。
昨年は㈱北村製作所やDPL新潟巻潟東（大和ハウス工

業㈱）を視察し、物流に欠かせないトラックの製造現場や
倉庫配送センターの先進事例について学びました。
労働生産人口の減少に伴い、人手不足がより一層深刻化

していきます。特に物流業界では人材確保が難しい状況が
続いています。また、社会全体で脱炭素化の動きが加速す
る中、輸送業界でも取り組みが求められています。
当部会では引き続き、こうした輸送業界の課題解決に資

するDX化などの取り組み、次世代の物流といった時代に
即したテーマを取り上げ、部会活動を展開してまいります。
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

輸送業部会長　生田　雅祐樹

輸送業界の発展に向けて

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、新潟を拠点とする新規航空会

社トキエアの新潟空港就航、ＪＲ新潟駅ビルのリニュー
アルオープン、新潟駅バスターミナル開業、そしてなん
といっても「佐渡島の金山」世界文化遺産登録決定など、
本県観光業にとって大きな節目の年となりました。
こうした効果も相まって、昨年１月～８月の県内の宿

泊者数は約700万人、前年比107.8％と好調に推移しま
した。
一方で、宿泊業・運輸業における人手不足や観光の

地域間格差など、本県観光業が抱える課題は山積して
おります。当部会としては「選ばれる新潟」であるために、
引き続き業界一体となって課題解決に向けた役割を果
たしてまいりたいと思います。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

観光業部会長　星野　佳人

2025年の年頭にあたって

あけましておめでとうございます。
本年は、女性会会員同士の横のつなが

りを強固なものにするべく、女性会理事主導での「万代
縁サロン」や交流拡大委員会企画の「話咲（はなさく）
ランチ会」など、会員同士が気軽に交流し、情報交換
ができる場を増やすほか、様 な々活動を行ってまいります。
今後も、日本最大の女性経営者団体である商工会議

所女性会のネットワークを活かし、新潟活性化の原動力
として社業および地域の発展と活性化のため、「行動す
る女性会」として活動を邁進してまいります。
変化の激しい時代ではありますが、未来を恐れず、

多くの女性が輝ける女性会を目指します。本年もどうぞ
よろしくお願いいたします。

女性会会長　佐野　由香利

新年のご挨拶

佐渡空港にて
（観光業部会）

あけましておめでとうございます。
今、教育・福祉・医療は様々な問題を

抱えています。いじめ、引き籠り、教育格差。あるいは
認知症対応、ヤングケアラー、病院の統廃合など、日々
の新聞やネット等で取り上げられない日はありません。
私たちは分断を深め環境問題が一層顕在化しつつある
時代の中で、価値観が大きく変容・多様化しつつある
社会を迎えていますが、教育・福祉・医療の多くの分
野に於いても明確な青写真を持つことがいまだにでき
ずにいます。誠実なサービス業であるための組織のあり
方と個々の問題への対応とが合致している理想を目指し
て、今年も会員の皆様と勉強していきたいと思っており
ます。
宜しくお願いいたします。

教育福祉医療部会長　渡邉　　毅

2025年 年頭に寄せて
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新年あけましておめでとうございます。
昨年は、国内外で重要な選挙が続く「選

挙イヤー」となり、米国大統領選ではトランプ氏が勝利
するなど、今後の経済政策によっては国内経済及び物
価情勢への影響を強く受ける可能性があり、十分注視
する必要があります。
一方、本年は「日本国際博覧会（大阪・関西万博）」

の開催で、日本国内の旅客需要の拡大や国際ビジネス
の発展などが期待されています。インバウンド客数も増
加傾向にある今、こうした機会を逃すことなく、新潟の
魅力ある食・観光文化を発信し、人々を呼び込む仕組
みを作り出すことが求められています。当委員会では、
新潟が人流・物流の国際拠点となるよう引き続き検討し
ていきたいと考えておりますので、本年も何卒よろしく
お願いいたします。

国際貿易委員長　山本　義徳

年頭のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
当委員会は中小企業・小規模事業者の

経営に直接影響する税制改正や中小企業政策について
議論を深め、提言を取りまとめ、日本商工会議所を通
じて政府や関係機関に要望を行っております。
昨今の経済環境は、円安の長期化、原材料やエネル

ギーコストの高騰、さらには慢性的な人手不足といった
課題により、地域の中小企業等の皆様にとって厳しい
状況が続いております。このような厳しい状況を改善し、
中小企業等が持続的な成長を可能とする環境を実現す
るため、当委員会では引き続き、地域の中小企業等の
課題に向き合い、積極的に議論を進めて参りますので、
本年も何卒宜しくお願いいたします。

企業経営委員長　木山　　光

中小企業等の成長への実現に向けて

新年あけましておめでとうございます。
パワーアップ5000推進委員会は、その

名の通り会員数5000社達成を目標に会員拡大を行う
委員会です。本原稿を書いている時点では会員数4791
社まで達成することができました。これも偏に皆様から
のご紹介等のご協力があっての事と考えております。誠
にありがとうございます。
とは言え、昨今の経済状況は人件費の高騰や物価高

騰により、大変厳しい状況が続いております。入会数
は順調に推移しているものの、退会を食い止めなければ、
穴の空いたバケツと同じです。当委員会として本年は退
会防止を中心にした協議を行い、目標である5000社達
成に向けて活動を行います。引き続き皆様からのご協力
を宜しくお願い申し上げます。

パワーアップ5000推進委員長　若山　良夫

会員5000社達成に向けて

明けましておめでとうございます。
昨年はトキエアが本格的に羽ばたき、「佐

渡島の金山」が念願のユネスコ世界文化遺産にも登録され、
新潟の交流人口拡大への大きな一歩が踏み出され、更なる
路線開設等も期待されるところです。
新潟活性化委員会もスタートから２年、「より良い明日の

新潟」に向け調査研究を進め、その成果を提言に繋げるべ
く活動してきました。
昨年、元日の能登半島地震では、新潟市でも大きな被害

が発生し、災害大国・日本を再認識させられました。これ
により、あらためて政令市にいがたの役割を再考するに至り、
東日本大震災での新潟市の被災地復旧に向けた役割を改め
て見つめ直しました。
その結果、新潟の持つ社会資本や地政学的優位性から、

防災・減災に向けた支援基地整備構想が浮上しました。今
年は、この委員会議論を会員の皆様にお届けできるように
と考えています。
本年も会員皆様にご厚誼を賜りますよう、宜しくお願い申

し上げます。

新潟活性化委員長　長谷川　克弥

にいがたの未来に向けて2025

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
新潟経済界のさらなる発展に向けて、

私たち総務委員会の責任と使命もますます重要性を増
しています。
今年は、新潟商工会議所の将来像を描き、理想像に

向けて一歩ずつ進んでいく年だと思います。部会・委員
会活動を通じて、地方創生や中心市街地の活性化に取
り組み、会員サービスを拡充し、商工業者の皆様の支
援に尽力していくことが重要だと考えます。
総務委員会としましても、各部会、委員会の皆様と

共に地域経済の発展に貢献し、皆様の期待に応えるべ
く努力を続けてまいります。
新しい年が皆様にとって素晴らしい一年となりますよ

う心よりお祈り申し上げます。
今年もよろしくお願い申し上げます。

総務委員長　吉田　徳治

新春のご挨拶

新潟大学社会連携推進機構准教授 勝見 一生 氏講演の様子
（新潟活性化委員会）
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ALSOK新潟綜合警備保障株式会社　代表取締役社長　
廣田　幹人

年頭にあたり

明けましておめでとうございます。
旧年中は格別のご高配を賜り、誠にありがとうござ

います。
本年の干支は乙巳(きのとみ)「物事を安定させてい

く」という意味合いを持つ年と言われています。
しかしながら、世界各地での紛争が依然続いてお

りまして、ともすると人と人との絆がより希薄にならざ
るをえない環境が続いておりますが、しっかりと足も
とを見つめ、「人 」々や「地域」との繋がりを創造して
行く事こそ必要と思っています。
会員企業の皆様方と力を合わせ、共に「前に」進ん

で参りたく存じます。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

株式会社商工組合中央金庫新潟支店　支店長　
和久　大輔

年頭所感

昨年は経済活動が緩やかに正常化に向かう一方、
原材料価格の高止まりや人手不足等、先行きに不透
明感が大きく高まりました。また、産業構造の変化に
伴うビジネスモデルや商流の変革、業界再編等への
適応など、中小企業の経営課題は、従前にも増して
多様化しています。
商工中金としましては「中小企業による、中小企業

のための金融機関」として、これまで以上にお役に
立てるよう役職員一同、全力で努力を続けてまいりま
すので、本年も格別のご指導とお引き立てを賜ります
ようお願い申し上げます。
年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈りい

たしましてご挨拶といたします。

NSGグループ　代表　
池田　祥護

変化を力に、新たな挑戦の一年に

新年あけましておめでとうございます。
昨年は元日に能登半島地震が発生し、大きな被害

が生じる大変な幕開けとなりましたが、新潟駅のリニュー
アルや佐渡島の金山の世界遺産登録など、明るい
ニュースもありました。
今年の干支は巳年で、新たな挑戦や変化に向けて

前進する年とされています。社会は脱炭素やAIの進化、
労働市場の変化など大きな変革期にあります。NSG
グループも新潟の活性化に貢献できるよう、変化の
中で生まれるチャンスを活かして全力で挑戦してまい
ります。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

株式会社キタック　ファウンダー　
中山　輝也

－　ザイサンの丘で　－

首都ウランバートル市全体を見渡せる「ザイサンの丘」は、
一大観光ポイントだ。今は、300段余りの階段を登る気
にはなれない。
日本と友好的だが、記念碑には日本をおとしめる絵が

残る。旧ソ連の隣国として仕方がないが、つい先日同行
した時も登らず下で待った。
そこで、聞きなれない会話が耳に入ってきた。韓国とア

クセントが少し違う。若い彼らは黒い革のジャンパーや作
業服をキチンと着て、実に陽気で、大声で話す。露店の
毛皮の帽子を被り大はしゃぎ。店の若い女性は、買わな
いので迷惑そうだが、あきらめ顔。
たぶん、北朝鮮の技術か技能者なのだろう。経済制裁

の中でも交流は盛んのようだ。
先日、ロシア大統領を歓迎したモンゴル国。苦しい中

での選択だが、内陸国が生き残るための行動に、法治と
基本的人権の自由主義国はどうすべきなのだろう。これも
今年の課題の一つだ。

株式会社テレビ新潟放送網　代表取締役社長　
正力　源一郎

新潟の幸せ　常に問い続け

あけましておめでとうございます。
「TeNYは新潟を幸せにしているか?」これは私た
ちTeNYテレビ新潟のグループパーパスです。疑問形
にすることで「新潟の幸せ」は何かを常に自らに問い、
皆さまの役に立つ会社になるんだという意志を込めて
います。巨大地震や異常気象からくる自然災害、生活
を直撃する物価高、複雑化・凶悪化する犯罪事案、
さらには海外の有事も他人事ではない世の中です。
だからこそ、TeNYはこの言葉を大事にして、新潟の
ために今年も進んでいきます。
本年も、どうぞよろしくお願いいたします。

新潟県信用保証協会　会長　
稲荷　善之

新潟県経済の発展に向けて

あけましておめでとうございます。
現在の経済情勢は物価や金利の動向に加え、不安

定な海外情勢等、先が見通せない状況にあります。
こうした状況の下、中小企業が持続的に事業を継続し
ていくためには収益力向上やイノベーション等の取組
みが必要です。
当協会としては、中小企業の皆さまに対してニーズ

と実情に応じた資金繰り支援を引き続き実施してまい
ります。そして、当協会のブランド「ともに、その先へ。」
の姿勢で伴走型の経営支援にも積極的に取り組んで
まいります。
本年もご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。

I0¥3YKにいがた I0¥3YKにいがた 92025.1



特集２　特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿当所役員・議員等からの新春寄稿（事業所名50音順・敬称略）（事業所名50音順・敬称略）

株式会社ホテルオークラ新潟　代表取締役社長総支配人　
田口　昌男

宿泊業へのインバウンドの影響

明けましておめでとうございます。
宿泊業の立場からのインバウンドの特性は邦人需要

と比較して、平均滞在日数が長く、消費額が高く、同
伴係数が高い。
これらの特性は平日はビジネス客、週末は観光客

主体である邦人中心の現状に加えて、収入規模の拡
大が見込める。
残念ながら新潟は他都道府県よりインバウンド比率

はかなり低く、佐渡金山の世界遺産登録を契機にイ
ンバウンド誘致促進が必要。
併せて、長期での宿泊業の繁栄には様 な々客種で収

入の最大化をはかり、リスクの最小化をとる必要がある。
我々もこれらの使命を担う2025年だと考える。

株式会社新潟ビルサービス　代表取締役　
鈴木　英介

新年を迎えて

昨年は異常気象が世界的に続き、新潟も長い夏を
過ごしました。地球温暖化を肌で感じる１年となりま
した。世界ではウクライナの戦争がいまだ終わらず、
中東では殺し合いが続き、新年の祝賀を述べること
も憚られるような時代です。アジアの海も、きな臭い
とは言いながら、臭いだけで済んでいるのは喜ぶべき
ことかもしれません。
日本経済は止まらぬ円安で、GDPは世界４位に転

落。私たちの業界も人手不足に悩まされております。
人口減少は経済にとって大きな負荷となっています。
シビル・ウォーは映画だけに止めたいものです。

日本銀行新潟支店　支店長　
平形　尚久

2025年の新春を迎えて

新年明けましておめでとうございます。
昨年６月の着任以来、皆様方の多大なるご支援の

もと、大変充実した日々を過ごしております。この場
を借りて深く御礼申し上げます。この間、新潟での食、
温泉、文化、風景、歴史など、多くの魅力に触れる
ことができました。人口減少や災害の激甚化など、
新潟や日本を取り巻く課題は少なくありませんが、企
業の皆様から様々なお話を聞かせていただく中で、こ
うした課題を乗り越えていける力が新潟にはあると感
じています。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新潟中央水産市場株式会社　代表取締役　
藤田　　普

花の都　東京

東京 築地市場の跡地の再開発方針がようやく決
まった。
豊洲への移転に関わる厳しい諸問題を、ことのほか

大きくセンセーショナルに取り上げ、政治的に有効利用
された小池都知事さんも、この度のご自分が関わる巨
大プロジェクトにはどうしたわけか動きが鈍かったようです。
再開発ゾーンに隣接している築地場外市場に２カ所

出店している当社が、隅田川ウォーターフロントであ
るとともに銀座、新橋、日本橋に近接している特上の
ゾーンの再開発を機にどのようにして「新潟」が売り
込めるか、企画力が試される年のスタートです。
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特集３　“当たり年” 巳年の皆様からの年頭寄稿特集３　“当たり年” 巳年の皆様からの年頭寄稿（事業所名50音順・敬称略）（事業所名50音順・敬称略）

巳（み）のり多き年に
� 東北電力株式会社新潟支店　執行役員新潟支店長　

榎本　隆克
明けましておめでとうございます。
早いもので、新潟着任から３年目となり、この地で５
回目の年男としての節目を迎えることに感謝しています。
今年も新潟の発展につながる明るい話題をお届け
することを抱負として、会員企業の皆様と「笑門来福」
の精神で、ご一緒にお仕事ができることを楽しみに
しております。

世界文化遺産登録に思う
� 学校法人新潟平成学院　理事長　

佐々木　辰弥
昨年７月念願の「佐渡島金山世界文化遺産登録」
成る。新潟県、佐渡市をはじめ多くの関係者の20年
以上にわたる努力がやっと実を結びました。が、さ
てこれからは！？
この歴史的構造物の保存と、その普遍的な価値
を未来に伝えることこそが私たちのこれからの使命
です！！

新潟営業所 025-243-0048
I0¥3YKにいがた I0¥3YKにいがた 112025.1
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新潟市中央区東中通1-86-51 新潟東中通ビル５Ｆ
電話（025）201-6113　https://www.nipy.jp/

公益財団法人
新潟市勤労者福祉サービスセンター

新潟市が出資している法人です。
従業員１人当たり月800円で、充実した福利厚生を実現 ！

主な事業：慶弔給付、
　　　　　健康維持増進、
　　　　　自己啓発援助、
　　　　　余暇活動援助ほか

詳しいサービス内容はインターネットで

ニピイ 検索

会員募集中！

会社の福利厚生を応援します

信頼される技術集団として、
社会やお客様と価値共創型企業をめざします。

地域課題解決 IT・ICT

株式会社BSNアイネット 〒950-0916 Tel : 025-243-0211新潟県新潟市中央区米山2-5-1

認定支援機関補助金申請 事業承継と資金繰り対策支援

新潟市中央区学校町通2番町598番地32
https://guts-rentacar.com/
新潟市中央区明石 1-2-10 コーポ明石１F
ＴＥＬ：025-256-8520  ＦＡＸ：025-256-8325

新潟駅前店

ガッツレンタカー

買うより借りる
ガッツでしょ！

メンテナンス不要・保険付き・税込
, 0円～8,580円～１週間 2 , 0円～27,280円～１ヶ月

2,20024
間
時

円～円～

2ドア軽自動車地域最安値

商工会議所保険制度 担当保険会社

URL https://www.dip.co.jp/

2024年1月1日より、株式会社第一印刷所は、
「株式会社DI Palette」（ディーアイパレット）に
社名（商号）を変更しました。
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社内、各部署でご回覧ください。
〒950-8711
新潟市中央区万代島5番1号万代島ビル7階
TEL 025-290-4411㈹　FAX 025-290-4421
URL https://www.niigata-cci.or.jp
E-mail office@niigata-cci.or.jp ㈹

新潟商工
会　議　所

〒950-3125
新潟市北区松浜本町4-7-24 
北新潟商工会館内
TEL 025-258-3841
E-mail kita@niigata-cci.or.jp

北 新 潟
支　　所

〒951-8068
新潟市中央区上大川前通7番町1169
新潟国際情報大学新潟中央キャンパス3階
TEL 025-223-6272　FAX 025-229-1788
E-mail tmo@niigata-cci.or.jp

まちづくり
支 援 課

インフォメーション
商工会議所からのお知らせ

I0¥3YKにいがた I0¥3YKにいがた16 2025.1 2025.1

新
潟
商
工
会
議
所
会
報
　
2025年

1月
5日
発
行

商工会議所　今後の予定
１月15日▶▶▶２月14日

体験型商品紹介ページ掲載のお願い
　当所会員事業所が取り扱う「体験型商品」について取りまとめたホームペー
ジを作成しました。
　「体験型商品」とは、ものづくりやレジャーなど、お客様が主体となって
楽しんでいただく商品のことです。
　佐渡金山世界文化遺産登録の波及効果などで、今後さらに新潟市を訪れ
る人が増えることが期待されるこの好機に、新潟市内の楽しみ方に関する
情報発信を強化し、会員事業所の皆様の売上増及び地域の活性化に繋げた
いと考えております。
　掲載料は無料です。ぜひ情報の掲載にご協力くださいますようお願いい
たします。

〈掲載ページ〉‌�h t tps : / / s i t e s . goog le . com/v iew/
niigatacci-taiken

〈申込フォーム〉‌�https://forms.gle/6FqH18HTewtUHJPu5

【お問合せ】まちづくり支援課　TEL：025-223-6272

冬季期間限定　健康増進サポートのご案内
　会員の皆様方の健康管理と健康増進活動を支援するため「会員様限定健
康増進サポート」として基本人間ドックおよび各種オプション検査を会員
特別料金でご案内いたします。この機会にぜひご利用ください。

【健診機関および料金】

健診機関 基本人間ドック
通常料金 特別割引料金

（一社）新潟県労働衛生医学協会
（川岸町・プラーカ）
TEL：025-378-1201

41,800円 36,300円

（一社）新潟縣健康管理協会
TEL：025-245-4455 41,800円 36,300円

（公財）新潟県保健衛生センター
TEL：025-267-6328 41,800円 36,300円

（一財）新潟県けんこう財団
（新潟健診プラザ・西新潟健診プラザ）

TEL：025-245-1177
TEL：025-231-1122

41,800円 36,300円

みどり病院
TEL：025-244-0080 40,700円 36,300円

※‌�生命共済（チューリップ共済）ご加入者は、特別料金から、さらにお一人
2,000円割引となります。

【実施期間】令和７年１月上旬～３月上旬
【申込期間】‌�令和７年２月６日（木）締切‌

※ご希望日の２週間前までに健診機関に直接お申込みください。
【お問合せ】会員サービス課　TEL：025-290-4209（直通）

掲載
無料

会員
限定

上記予定は変更となる場合が
ございます。

１月１月
15 水 無料専門家相談（金融）
16 木
17 金
18 土
19 日
20 月
21 火 無料専門家相談（事業承継）
22 水
23 木 無料専門家相談（法律）
24 金
25 土 簿記検定（ネット試験）
26 日
27 月 常議員会
28 火 職務分析・職務評価セミナー
29 水 女性会新年会
30 木
31 金
２月２月
1 土
2 日
3 月
4 火 無料専門家相談（税務）
5 水 事業承継セミナー
6 木
7 金
8 土 簿記検定（ネット試験）
9 日
10 月
11 火
12 水 無料専門家相談（労務）
13 木 無料専門家相談（法律）
14 金
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